
 

本日、東京医科歯科大学 大学院修士課程、博士課程の学位を取得された皆さん、 修了 誠におめでと

うございます。皆さんが今日 学位を取得されたのは、ご自身の努力もさることながら、指導教員、ご家

族や友人その他の方々のお力添えがあってのことと思います。改めて、入学以来、変わらぬご支援をいた

だいたご家族及び関係者の皆様に、心よりお礼申し上げます。 

世界のコロナ感染者数が減少しパンデミック収束の兆しが見えはじめ、本日、4年ぶりに修士課程・博

士課程合同で学位記授与式を開催できることを心より嬉しく思います。 

病院を有するこの湯島キャンパスは多くの患者さんや医療従事者と空間を共にする場でもあります。そ

れゆえに、皆さんには本日もマスクを原則、着用としております。慎重を期した判断に理解を頂きたいと

思います。 

トルコ・シリアでは大きな地震があり、多数の人が被災し、犠牲となりました。わが国でも12年前の今

月には、東日本大震災を経験しました。 

私の知人に、東日本大震災で被災された東北大学の教授がいます。教授は被災から半年ほど経った後に

初めて「もう元には戻れない」ことを納得し受け入れたそうです。その結果、少しでも環境が良くなるべ

く努力しようと思えるようになったそうです。周りを見ても、この「元には戻れない」ことを受け入れら

れるかどうかが心の復興の重要な分岐点になったとのことでした。 

東日本大震災はほぼ一瞬にして約２万人もの方が亡くなりました。トルコ・シリア大地震では5万人を

越える死者が出ていると聞きます。 

他方、コロナ禍は我が国だけでも7万人以上の方が亡くなりました。コロナ禍は収束に向かっています

が、失われた命は戻らず、廃業した店は元には戻らない。つまり、東日本大震災もそうでしたが、「復

旧」ではなく、「復興」を目指すしかないのです。私たちの生活も同様で、コロナ禍前の状態に戻すので

はなく、新たなより良い明日を目指す「復興」が目標になります。ではどう「復興」するか。 

それには「普遍的な価値」を考えることが重要であると思います。本学のコロナ禍への対応が良い例とな

ります。コロナ禍で「力を合せて患者さんと仲間たちを守る」ことが出来たのは「世のため人のため」と

いう、普遍的な価値を皆が共有したためではないでしょうか。非常時ゆえのことですが、その「普遍的な

価値」が、教職員を一つにし、それぞれの専門領域を超えた協力体制に繋がりました。 

本学のような医療系大学の最終目標は、優れた研究成果を上げるだけでなく、その成果を社会に還元す

ることにあります。大学病院における診療はその直接的な表現ですが、それに留まらず産官学連携による

人材開発や研究の社会実装は大きな社会貢献を生み出すと考えています。大学院の修士課程及び博士課程

は 皆さんにとって自分の未来への投資であったと思います。しかし、本学は国立大学であり、皆さん自

身に国民が投資していることも 社会貢献の観点から 是非心に留めておいて頂きたいと思います。 



いま世界の状況は日々変化し続けています。インパクトという点では、ウクライナ戦争に触れないわけ

にはいけません。今もなお多くの犠牲者が出ている様子が報道されており、私たちに大きな衝撃を与えて

います。コロナウイルスのパンデミックと併せ、私たちは疑いもなく歴史の転換点にいます。 

偉大な科学者であるチャールズ・ダーウィンはかつて、「生き残るのは環境の変化に最も対応できた生

物である」と言いました。私たちは変化する状況に適応しなければなりません。 

東京工業大学との統合は、まさに「環境の変化への適応」のひとつであります。新大学がこれからの

「科学」の発展を担い、社会と共に活力ある未来を切り拓いていくという、強い意志を名称に表現するた

め、新大学の名称は東京科学大学としました。共に「科学」を追究し、新たな価値創造を希求する人だけ

でなく、広く「科学」に興味を持つ人をも含めて、多様な人たちをこれまで以上に惹きつける大学であり

たいとも考えています。 

皆さんの中には、これから社会で活躍する人もいれば、博士課程に進み本格的な研究を続ける人、アカ

デミアなどで研究を続ける人もいると思います。異なる道に進んでも、東京医科歯科大学大学院で研究し

たという縁を大切に、リサーチマインドを磨き続けていただきたいと思います。常に問題意識を持ち、批

判的吟味をすることで、多くの課題解決に向かっていかれることを願っています。皆さんの人生は、個人

としても、社会としても変化の連続だと思います。それゆえ、ダーウィンの言葉のように、変化を進化の

プロセスと考え、皆さんも、試行錯誤を恐れず個人としてのチャレンジを続けていただきたいと思いま

す。 

 世のため人のために働く、自分を守る、責めるより応援する を心に刻んで、これから精進して幸せ

な人生を築いていってください。それが、人々の幸福に貢献するだけでなく皆さんのさらなる発展にも繋

がると信じています。 

皆さんにとって、東京医科歯科大学は母校です。母校とは、母港、母なる港でもあります。船は母港で

整備を終えて長い航海に出ていき、次の航海に備えるために母港に戻ってきます。名前が変わってもこの

地に母港があることに変わりはありません。東京医科歯科大学は、今後も皆さんを将来にわたり応援して

参ります。 

皆さんの幸せな未来を教職員一同祈念しつつ、お祝いの言葉と致します。      

本日は誠におめでとうございます。                            
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